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令和７年度 第１回 播磨町子ども・子育て会議 

議事概要 

 

日時 令和７年(2025年)９月 22日(月) 10:00～11:40 

場所 播磨町役場第２庁舎３階 会議室２ 

出席者 播磨町子ども・子育て会議委員 ：19名 

事務局：7名 

協議事項 (１) 子ども・子育て支援事業計画 令和６年度評価について 

(２) 目標事業量と確保方策（第２期期間中の取組み） 

(３) 特定教育・保育施設の利用定員の設定について 

(４) 播磨町子育て支援策検討会議からの報告について  

 

 

１．開会 

 

２．あいさつ 

 

３．委員委嘱・自己紹介 

 

４．議事 

 

会長 

 本日の議題に入ります。子ども・子育て支援事業計画令和６年度評価について、事務局から報

告及び説明をお願いいたします。 

 

事務局 

【資料に基づき説明】 

 

会長 

ただいま事務局より説明がありましたが、ご質問、ご意見がありましたらお願いいたします。 

 

委員 

ご説明ありがとうございました。施策№39の ICTに関する点でお伺いします。子どもたちが主

体的に学ぶための指導力の向上ということと、№92のネットに関する点でも知らない人とのトラ

ブルに関する研修体制を整えていくことが掲げてあります。現在は様々な動画を見たり、子ども

たちの方が大人よりもネット環境について先進的な部分もあるため、ネットトラブルに関する内

容も研修の中に組み込んでいただけるとありがたいと感じます。 

 

地域学校教育課 
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 現在は、子ども 1 人に１台タブレットを支給しており、学校現場では急激に ICT 化が進んでお

ります。ただ、ICTにすべて頼るわけではなく、教師の指導力向上や ICTをどう教育現場で活用し

ていくかという点も研究協議の中に含んでいます。今年度は、先進事例を実施している西脇市へ

教育委員会の職員と学校現場の職員とで３度教育視察へ行かせていただいており、西脇市の小中

学校での先進事例をどう播磨町の教育現場で活かすかを研究しているところでございます。 

また、播磨町内では、タブレット活用に関する研修を実施しています。SNS等情報系のトラブル

においては、年に１回すべての学校においてモラル講演会を実施しており、ICT 機器、タブレッ

ト、スマートフォンなどの使用に係る危険性について子どもたちに周知しているところです。ICT

機器の使用に関しては様々なトラブルも増加しているため、その都度、当該児童生徒および全体

指導等を通じて、ICT機器は利便性もあるが、危険性も高いということを周知しています。 

 

会長 

 ありがとうございます。他にございませんか。 

 

委員 

 ネットトラブルの講演会については知っていますが、平日に行われているので、働いている親

御さんは参加しづらい状況です。後日、講演会の様子を見ることのできるような何らかの対応が

あると子どもとともに講演会での内容を共有できるため、ぜひ検討していただきたいです。 

施策№21に学童の待機児童を生じない環境を構築したと書かれていますが、蓮池第一学童は完

全に児童数が定員オーバーしていて、100人近くの児童数となっています。実際の現場では、先生

が児童を見れていない状況もあるため、トラブルが起きた際に先生がその場にいないといった状

況もあったと聞いています。待機児童が発生しない環境を構築できてはいるけれども、実際すべ

ての子を見るのは難しく、先生が不足していると思われます。小学生になると暴力行為が生じる

ケースも発生する可能性もあるので、実際の児童数に対して先生をしっかりと配置できるように

対応を検討していただきたいです。 

 

地域学校教育課 

 まず１点目について、各学校で情報モラル講演会は学校活動のため平日に行うので保護者の方

に活動内容をみていただくということが難しい状況ではありますが、各学校と連携しながら、保

護者に対しての情報を発信していくことができないか、今後検討していきたいと思います。また、

こういったお声もあるかと思いまして、今年度は町で情報モラル講演会を実施したのですが、広

報不足のためか集客があまりうまくいきませんでした。こういった点も踏まえて、今後はより広

く周知していくとともに、子どもにスマートフォンを与えたときに、どういったルール付けをす

れば良いかといったことに興味がある保護者に対して、学校の情報モラル講演会と同じように保

護者の方が困りごとを相談できるようにしていきたいと思います。 

 

事務局 

 ２点目の蓮池第一学童についてですが、現状が過密状態でこのままでは子どもたちの過ごす環

境として厳しいのではと、町でも認識を持っています。令和６年度、７年度から入所希望者が増
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加して想定を超える入所者となっており、子どもたちの環境を整えるべく、今後なんらかの対応

を取っていきたいと考えています。 

 

会長 

 ありがとうございます。他にご意見ございませんか。議事を進めます。目標事業量と確保方策

（第２期期間中の取組み）について事務局から報告及び説明をお願いいたします。 

 

事務局 

【資料に基づき説明】 

 

会長 

 ありがとうございました。ただいま事務局より説明がありましたが、ご質問、ご意見があり

ましたらお願いいたします。 

 

 

委員 

 12ページの（4）について、学童保育と放課後子ども教室の一体的な実施と連携による実施の違

いとはどういうものなのでしょうか。 

 

事務局 

 明確な区分はないのですが、財源としては学童保育の財源と放課後子ども教室の財源は一緒の

ものではないということから、性質としては連携型に近いのかと思います。 

 

委員 

 ありがとうございます。個人的な考えですが、同じ事業者であれば一体的かと思っていました。 

 

事務局 

 播磨町の場合は学童保育については指定管理者制度を利用して、NPO 法人に委託しておりまし

て、放課後子ども教室についてはその NPO 法人が実施しているわけではありません。ほかの活動

団体さんがされているところと同じ空間で行っていますので、あくまで連携しているという立場

となっております。 

 

委員 

ありがとうございます。学童保育も放課後子ども教室も形態が違うので、どちらの形態になっ

たとしてもスムーズに連携できるような仕組み作りが必要になるのかなと感じました。 

 

会長 

 ありがとうございます。他にご意見ございますでしょうか。 
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委員 

12ページの（14）多様な主体が新制度に参入することを促進するための事業とはどのようなも

のでしょうか。例えばトライやるとかあるが、２年生に１回だけ１つの事業所にしか行けないの

で、教育や今後のことを学べるように複数の事業所に行るようにしたり、夏休み等の長期休暇に

事業所体験できるイベントがあれば良いと思っていますが、具体的にどういうものを示している

のでしょうか。 

 

事務局 

こちらは国が設定しているものになりまして、例えば神戸市や姫路市にある海外系の幼稚園や

保育施設が就学前のお子さんを受け入れていただく際にいくらか補助するものが挙げられます。

もしくは、１号認定の民間の認定の預かりに際して支援を要する子がいた場合、障がい児補助事

業に近いものを導入する等のものが想定されております。委員のおっしゃられたものとは異なり

ますが、播磨町では利用がないので補助の実績はありません。 

 

会長 

 ありがとうございます。他にご意見ございますでしょうか。 

 

委員 

夏休みの職業体験は私もすごく良い取り組みと感じています。ただ、この夏にも図書館司書の

募集がありましたが、低学年と高学年で５名ずつの募集となっていて、私の子どもも希望したの

ですが問い合わせた時には定員がいっぱいになっていました。今回資料とは関係ないのですが、

定員枠の増員を希望したいと思います。 

 

委員 

我が家でも、以前放課後子ども教室アソビバを利用していたことがあり、そのまま地域クラブ

のボランティアクラブを利用するようになりました。先日は高齢者施設の敬老会に参加したり、

南部子育て支援センターのお手伝いにも参加しました。今の子どもたちは夢がない子が多い、と

言いますのもネット環境で悪い噂を知ることが多くあります。ですが、実際にこういった職業体

験をしてみたらネットの噂とは全然違うものだと気づくことができます。 

実際、子育て支援センターのお手伝いに参加した子は、どういうことをしているか知って、よ

り夢が膨らんだと答えていた子もいました。トライやるウイークでは感じ取れないものがあるよ

うに思うので、ぜひ夏休み等の長期休暇を利用して、子どもたちの将来のためにつながることを

町として行っていただけたら、子どもたちもより主体的になれるのではと思います。 

 

事務局 

 頂戴したご意見は役場でも共有させていただきたいと思います。この夏にも播磨南高校の生徒

がインターンで役場の業務体験に参加してもらい、庁舎内や子育て支援センターに出向いてもら

いました。参加した生徒たちからの感想をいただいた時に心打たれる感想もあったので、こうい

う機会をより大切にしていきたいと思います。 
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地域学校教育課 

子どものキャリア教育はとても重要に感じており、子どもたちにいろいろなことを体験しても

らったり、知ってもらう機会として、中学１年生を対象に、子どものハローワークとして企業の

方にブースを出していただき、企業の魅力や子どもたちへ説明をしていただく機会をはじめて設

けました。 

また、今まで播磨町の小学校では工場見学がなかったので、今年度は新島の工場と連携して工

場見学を社会体験の一つとして設定させていただきました。授業日数との兼ね合いで実施は各学

校の判断になるかと思いますが、こういった機会を設定しています。 

 

会長 

 ありがとうございます。他にご意見ございませんか。議事を進めます。特定教育・保育施設の

利用定員の設定について事務局から報告及び説明をお願いいたします 

 

事務局 

【資料に基づき説明】 

 

会長 

ありがとうございました。ただいま事務局より説明がありましたが、ご質問、ご意見がありま

したらお願いいたします。 

ご意見ございませんでしたら、議事を進めます。播磨町子育て支援策検討会議からの報告につ

いて事務局から報告及び説明をお願いいたします。 

 

事務局 

【資料に基づき説明】 

 

会長 

ありがとうございます。ただいま事務局より説明がありましたが、ご質問、ご意見がありまし

たらお願いいたします。ありがとうございました。では以上で予定の議題を全て終えることがで

きました。本日も議事の進行にご協力いただきありがとうございました。進行を事務局にお返し

します。 

 

５．閉会 

 

 


